
 
 

 
 ５月２５日（水）から２７日（金）にかけて、石川県加賀
市で開催された、「第３８回全国伝統的建造物群保存地区協議
会総会・研修会 住民プログラム」に、湯浅伝建地区保存協議
会から木下会長、半邊副会長、陣座委員の３名が出席され、
各地の事例発表や意見交換会、加賀市に所在する２つの重伝
建地区（加賀橋立・加賀東谷）等の現地視察と、内容の濃い
３日間を過ごしてきました。 
 ここでは、参加者のレポートの一部をご紹介します。 

 
■木下会長■ 
・次の開催地、茨城県桜川市の真壁地区は、東日本大震災で多
数の被害を受け、現在でも震災の復興事業としての工事が続
いているとのこと。湯浅でも、南海・東南海地震が懸念され
る中で非常に興味がある話なので、来年も参加したいと思い
ました。 

・意見交換会では、空き家問題がテーマだったが、売らない貸
さないといった住民憲章を作っている大内宿や白川郷でも、
高齢化が進みそのままの運用が難しくなってきているとの
ことでした。 

■半邊副会長■ 
・生業をテーマにした意見交換会では、それぞれの町の立地や
知名度によって商売について様々な現状があるとのことで
した。加賀橋立では、地区内の老人たちが特産物の開発・販
売に取り組む「ZIBA 工房」（「じじ・ばば」と「地場」をか
けた）があります。このような組織が全国展開すればおもし
ろいと感じました。 

・毎年参加していますが、過疎化や高齢化による空き家や後継
者の確保といった問題意識がどんどん強くなってきている
と思います。 

■陣座委員■ 
・はじめて参加しました。なかなかのハードスケジュールでしたが、強く感じたのは、
意見交換会を含め様々な場面で、みんな自分の地区をとても愛しているのだな、とい
うことでした。 

・現地視察の際にもらったマップでは、伝統的建造物がどれかが表示されていました。
湯浅でも同じようなマップがあれば、と感じました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 今年の湯浅まつり・花火大会は 7 月１６日（土）に行
われます。そこで、昨年好評だった北町通りの行灯ライ
トアップを、今年は重伝建１０周年実行委員会が主催と

なって実施したいと思います。新北栄橋北詰の
駐車場から会場に向かう人々に、安全に歩いて

もらうと共に、やわらかい光に浮かぶ町並
みを見ていただくものです。また、当日は落語会（場所：地域福祉センター）

などのイベントも企画しています。お楽しみに！ 
 
 
 

 ５月２９日（日）、湯浅の町並みを、文
化財の保存を学んでいる京都造形芸術大
学の芸術学部歴史遺産学科の１回生と先
生方が訪れました。醸造の歴史と町並み
保存の両面を学びたいと、学外研修の場
として今回はじめて来られ、北町通りを
中心に地区内を歩き、角長の仕込蔵や、

甚風呂を見学しました。学生たちは、限られた時間の中で熱心に説明を聞きながら、生き
た文化財でもある伝建地区を肌で感じていました。 
 
 

 

 ６月１６日（木）、あじさいの花に囲まれた甚風呂で『わ
くわくチャレンジ教室』の「生け花教室」が開催されまし
た。参加した小中学生たちは伝統的な建物の中で、梅雨空
とあじさいが醸し出す芸術的な空気感にインスピレーショ
ンを感じながら、思い思いに花を生けていました。 
 １６点の作品は、１９日まで展示され、子供たちの生け
花とあじさいの見事なコラボレーションが甚風呂を彩りま
した。 
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『甚風呂あじさい園』は

花のピークが過ぎたた

め、予定より早く 6/25

に閉園しましたが、訪れ

る人から大変好評をいた

だきました！ 甚風呂東側の庭地 若狭邸 
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日 時：平成２８年６月４日（土）午後７時３０分～午後８時４０分 
場 所：北の町老人憩の家１階 
出席者：会長、副会長２名、委員１４名、委任状提出委員９名、事務局３名 

【議 題】 

１．平成２７年度 事業報告及び収支決算・監査報告について 
 事務局より昨年度の事業報告と、『保存協議会活動会計』及び『甚風呂指定管理業務特別会計』
の報告があり、監事である神谷・楠山委員によって会計監査が行われ、事業費の収支が良好に執
行されていたとの報告がありました。収支決算書は次のとおりです。 

【平成２７年度 保存協議会活動費 収支決算書】 
１．収入 

   
（単位：円） 

項  目 予算額（A） 決算額（B） 比較（B－A） 備   考 

繰越金 285,260 285,260 0 前年度繰越金 

助成金 100,000 100,000 0 町助成金 

諸収入 914,740 963,802 49,062 豆わらじ売上げ、預金利息等 

計 1,300,000 1,349,062 49,062   

２．支出 
   

（単位：円） 

項  目 予算額（A） 決算額（B） 比較（A－B） 備   考 

事業費 840,000 780,024 59,976 
視察研修、HP運営費、 
豆わらじ材料費等 

会議費 30,000 18,720 11,280 保存協議会会議お茶代 

印刷費 30,000 0 30,000 まちなみ瓦版用紙代金 

交際費 100,000 149,532 △ 49,532 視察研修交流会費 

積立金 300,000  300,000  0 伝建地区まちづくり基金 

計 1,300,000 1,248,276 51,724   

1,349,062（円） － 1,248,276（円） ＝ 100,786（円） ← 平成 28 年度に繰り越すものとする。 

〔収入済額〕     〔支出済額〕     〔差引〕 

【甚風呂指定管理業務特別会計 収支決算書】 
１．収入 

   
（単位：円） 

項  目 予算額（A） 決算額（B） 比較（B－A） 備   考 

繰越金 29,672 29,672 0 前年度繰越金 

指定管理料 2,554,000 2,554,000 0 町指定管理料 

諸収入 66,328 60,000 △ 6,328 土産物開発品販売益 

計 2,650,000 2,643,672 △ 6,328   

２．支出 
   

（単位：円） 

項  目 予算額（A） 決算額（B） 比較（A－B） 備   考 

人件費 2,100,000 2,151,523 △ 51,523 スタッフ賃金 

諸経費 490,000 420,258 69,742 需用費、役務費、管理費 

返還金 60,000 0 60,000 販売益等町返還金 

計 2,650,000 2,571,781 78,219   

2,643,672（円） － 2,571,781（円） ＝ 71,891（円） ← 平成 28 年度に繰り越すものとする。 

〔収入済額〕     〔支出済額〕     〔差引〕 

２．平成２８年度 事業実施計画及び収支予算について 
 今年度の事業計画及び収支予算が提案されました。収支予算案では“伝建地区まちづくり基金”
として３年間積み立ててきたものを繰入れ、１０周年実行委員会に支出して事業を実施していく

ことが提案され、事業計画とともに承認されました。 

【 事 業 計 画 】 
★保存地区の町並み保存に関する協議 
★他地区の保存会など町並み保存に関わる団体等との交流 
★町並み保存とまちづくりを推進するための先進地視察等研修 
★甚風呂指定管理業務 
★湯浅伝建地区保存協議会ホームページ等の運営 
★重伝建１０周年記念行事等の実施 
★その他、湯浅町の歴史を活かしたまちづくりに寄与する事業 

【平成２８年度 収支予算書】 
１．収入 

   
（単位：円） 

項  目 予算額（A） 前年度予算額（B） 比較（A－B） 備   考 

繰越金 100,786 285,260 △ 184,474 前年度繰越金 

助成金 100,000 100,000 0 町助成金 

諸収入 898,972 914,740 △ 15,768 豆わらじ売上げ、預金利息等 

繰入金 1,000,242 0 1,000,242 伝建地区まちづくり基金より 

計 2,100,000 1,300,000 800,000   

２．支出 
   

（単位：円） 

項  目 予算額（A） 前年度予算額（B） 比較（A－B） 備   考 

事業費 1,340,000 840,000 500,000 
視察研修、豆わらじ材料費、 
イベント事業費、ＨＰ運営費等 

会議費 30,000 30,000 0 保存協議会会議お茶代等 

印刷費 30,000 30,000 0 まちなみ瓦版用紙代金等 

交際費 200,000 100,000 100,000 他地区保存会との交流等 

繰出金 500,000 0 500,000 重伝建１０周年実行委員会へ 

積立金 0 300,000 △ 300,000 伝建地区まちづくり基金 

計 2,100,000 1,300,000 800,000   

【甚風呂指定管理業務特別会計 収支予算書】 
１．収入 

   
（単位：円） 

項  目 予算額（A） 前年度予算額（B） 比較（A－B） 備   考 

繰越金 71,891 29,672 42,219   

委託費 2,554,000 2,554,000 0 町指定管理料（施設運営費） 

諸収入 64,109 66,328 △ 2,219 土産物開発品販売益 

計 2,690,000 2,650,000 40,000   

２．支出 
   

（単位：円） 

項  目 予算額（A） 前年度予算額（B） 比較（A－B） 備   考 

人件費 2,240,000 2,100,000 140,000 スタッフ賃金 

諸経費 450,000 490,000 △ 40,000 需用費、役務費、管理費 

返還金 0 60,000 △ 60,000 販売益等町返還金 

 
2,690,000 2,650,000 40,000   
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平成 28 年度 湯浅伝建地区保存協議会総会 
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